取扱説明書 

讀晶モニタ _ 

本マニュアルをよくお読みの上で装置を操作してください。また、 
後で参照できるように、本マニュアルを保管してください。 

液晶モニタモデル 

IPS226V 

IPS236V 


www.lq.com 



使用上の注意 


本製品は、お客様の安全を第一に考えて設計し製造されておりますが、間 
違った使い方をすると感電したり火災を発生させる危険性があります。 
安全のため、以下設置、使用、サービスに ついての 基本的な注意事項を必 
ず守ってください。 


使用上の注意 


電源コードは必ず本製品付属のものを使用してください。別の電源コードを使用 
する場合は、販売店に問い合わせるか、または国内基準を満たしている製品である 
かを確認してください。電源コードに不具合がある場合はメーカーまたは当社力 
スタマーセンター ics 絡し、交換してください。 

本機器 ( i 電源プラグを遮断装置として使用しております。設置した後、コンセント 
の抜き差しが問題なくできるかどうかを確認してください。 

アース接続(秘ず、主電源プラグを主電源につなぐ前に行ってください。又、アー 
ス接続を外す場合ぱ必ず主電源プラグを主電源から切り離してから行って下さい。 

本ディスプレイを使用するに当たっては、この取扱説明書の仕様に記載されている 
電源、またはディスプレイに記載されている電源を使用してください。使用してい 
る電源のタイプがわからな I 鳩合ば当社カスタマーセンターにお問しヽ合わせくだ 
さい 。 

—つのコンセントにその容量を超える数の電気製品を接続すると危険です。 

また、傷んだコードや破損したプラグも危険です。このような電源コードは感電や 
火災を起こす危険性があるので、「修理に関するご案内」カードに掲載されているサ 
ービスセンターに M し、$3奥してください。 

本体がコンセントに接続されているとき(丈本体の電源スイッチを切っても、鼋源 
は接続 fct 態けよっています。 

ディスプレイは絶対に分解しないでください。 

■ディスプレイの内部には手を触れないでください。 

■ディスプレイの内部には、電源を切っているときでも危険な高電圧が流れています。 

■ ディスプレイが正常に動作しなし鳩合は、 P 続店または当社カスタマーセンターへ 
ご相談ください。 

事故防止のために、以下の注意事項を守ってください。 

■ しっかりと固定できる場合を除き、ディスプレイは平らな場所に設置してください。 

■ スタンドは必ずメーカーが推奨するものをお使いください。 

■製品の上に物を落としたり、製品に衝撃を与えたりしないでください。画面に物を 
投げないでください。怪我、故障、破損の原因になります。 


火災その他の危険を防ぐために、以下の注意事項を守ってください。 

■ディスプレイを使用している部屋をしばらく空ける場合には、必ずディスプレイの 
電源を切ってください。決してディスプレイの電源をオンにしたまま留守にしない 
でください 

■ ディスプレイのキャビネットの通風孔から中に物を落としたり押し込んだりしない 
でください。内部には危険な高電圧が流れている部品があります。 

■このディスプレイ用に設計されている部品以外は使わないでください。 

■ 長期間にわたってディスプレイを使用せず lei 文置する場合は、コンセントから電源 
プラグを抜しヽておいてください。 

■雷が鳴っていたり稲妻が光っている間は、■原コードや信号ケーブルには、絶対に 
触れないでください。感電する可能1生;5!あり、非常に危険です。 




使用上の注意 


設置上の注意 

電源コードの上に物を置いたり、電源コードを踏んだりしないようにしてください。 
また、霪源コードが棚員しやすしヽ場所にはディスプレイを設置しないでください。 

浴室、洗面所、台所の流し、泥！機のそば、プールのそばなど、湿気の多所で 
はディスプレイを使用しないでください。 

ディスプレイのキャビネットには通風孔があり、使用中に発生した熱を逃がすよう 
に設計されています。この通風孔をふさぐと、熱がたまって故障したり、火災の原 
因となる危険性があります。以下の注意事項 ( i 必ずお守りください。 

■ディスプレイをベッドやソファー、カーペットなどの上に置いて、下部の通風孔を 
ふさがないでください。 

■適切な通風が確保できないビルトインタイプのラックには、ディスプレイを置かな 
いでください。 

■布などで通風孔を覆ったりしないでください。 

■ 暖房器具や!^原の上または近くには、ディスプレイを動ゝないでください。 

機器を水滴のかかる場所に置かないでください。 

水の入った物、花瓶などを機器の上に動ゝないでください。 

アクティブマトリックス LCD を堅い物で拭いたり、叩いたりしないでください。 
アクティブマトリックス LCD に傷が付いたり、破損したりする場合があります。 

LCD 画面に指を強く押 U 寸けたりしないでください。残像が生じる原因けよる場合 
があります。 

画面に赤色、緑色、または青色の点が表示される場合があります。これは、ドット 
落ちによるもので、製品の性肯 g には影響しません。 

推奨する解像度をご使用になると、 LCD 画面[撮高の画質が得られます。麟する 
解像度以外をご使用丨こなると、画像の大きさなどが調整されて表示される場合があ 
ります。これば固定解像度の LCD パネルが持つ特性によるものです。 

動きのない画像を長時間表示したままにすると、画面が損傷し、画象の焼き付きが 
生じる可能性があります。ディスプレイでは必ずスクリーンセーバーを使用してく 
ださい。この^は、他の製造元による製品でも同様に生じることがあり、製品保 
証の対象にはなりません。 

スクリーンの前面や側面を金属で傷つけたり、衝撃を与えたりしないでください。 
傷をつけたり衝撃を与えたりすると、スクリーンが棚員する恐れがあります。 

パネルが前向きになっていることを確認し、両手で持ちながら動かしてください。 
製品を落下させると、製品が蝴員し、感電や火災の原因となる場合があります。 
修理をご希望の場合(丈当社サービスセンターまたはカスタマーセンター 
まで、ご相談ください。 

高温_高湿は避けてください。 

ユーザーがグロッシーべゼルディスプレイを使用するときに、置かれる位置によっ 
て、表面が周囲の光を反射するにより生じた傷害を注意してください。 


〇 





使用上の注意 


お手入れのしかた 

■パネル面の汚れを取るときには、ディスプレイの■原コードを抜いてください。 

■ディスプレイを拭くときは、軽く湿らせた(十分 IC 7 IC 気を切つた)布で拭し、てください。 
スプレー式の洗浄液を直接パネル面に吹きかけたりしないでください。液をかけす 
ぎると、感電する可能性があります。 

■製品のお手入れをするとき(丈電源コードを抜き、傷を防ぐため、やわらかい布 
で拭いてください。お手入れのときには、ぬれた布を使用しないでください。ま 
た、 P 廳器の水または他の液体を製品に直接吹きかけないでください。麟する 
ことがあります。（ベンゼン、ペイント用のシンナー、アルコール等の化学薬品を 
使用しないでください） 

■柔らかい布 ICtK を2〜4回吹き付け、フレーム前面を拭いてください。一方向のみ 
に拭くようにしてください。水分が多すぎると、シミの原因となります。 



再梱包 

■外箱と梱包材は、ディスプレイを輸送するときに必要になりますので、捨てないでく 
ださい。ディスプレイを別の場所へ輸送するときには、購入時の外箱と梱包材を使用 
して梱包しなおしてください。 

安全にするために 

■ 本製品を一の家庭ゴミといっしよに廳しないでください。 

■本製品の廳は、お住まいの地域の法令に従ってください。 


❸ 























付属品 


■ ご購入いただいたディスプレイに、下記の付属品が含まれているか、 

ご確認ください。不足しているものがある場合には、販売店までご連 
絡ください。 


& 

ューザーズガイド/ 15-ピン D - sub 信号ケープル 

ユーザ—ズカ—ド （設定を行うために、出荷前にこ 

のケープルが製品に接続されてい 
ることがあります。） 





電源 コード AC - DC アダプター 



DVI - D 信号ケーブル 


ネジ 


注意 

■ 付属品は上図と異なる場合があります。 

■ ディスプレイの規格遵守には v フェライトコア付き信号インターフェースシールドケー 
ブル （ D - SUB 15 ピンケーブル、 DVI-D ケーブル）を使用する必要があります。 


❹ 











設置準備 


■ディスプレイを設定する前に、ディスプレイ、コンピューター、 
およびその他の付属装置の電源がオフになっていることを確認 
してください。 

□□□□□□□□□□□□□□ 

!.□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



2 . □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



3 . □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

4 - □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □ 



重要 

■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

_____ 

■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□ 


〇 










設置準備 


■ディスプレイを設置する前に、ディスプレイ、コンピューター、および 
その他の周辺^の鼋源がオフになっていることを確認して下さい。 

ディスプレイの設置 

ディスプレイを取り付け後、下に示すように角度を調節してください。 

* スタンド台付き 

最も快適に使用できるようにディスプレイの位置を調節します。 

■ 傾斜角度：- 5-1 5度 


-5° 15。 



A 


■ ディスプレイの角度を調整するときに 
スクリーン虫れたり押したりしないで 
ください。 

■ ディスプレイの角度を調整する際に I 丈デ 
ィスプレイの上部とスタンド本体との間に 
指を挟み込まないようにご注意ください。 
指を傷つけるなど、けがの原因となります。 


Q 




人間工学上の注意 

■ スタンド台付きの場合、ディスプレイの傾斜角度は- 5 -15度ですが、人間工学的にも快 
適な使用のためにも、デイスプレイの角度が5度をこえ/よいようにすることをお勧め 
します。 



















ディスプレイの接続 


バソコン /AV 機器との接続 

1. ディスプレイを設定する前に、ディスプレイ、コンピューター、その他の彳識^ 
機器の電源がオフになっていることを確認してください。 

2. 信号ケーブル u 、電源ケープル € の順に赚し、信号ケーブルのねじを締め 
ます(図を参照)。 

〇 DVI-D (デジタノ W 言号）ケ-ブルを接続 
❽ D-Sub (アナロク信号）ケーブルを接続 
© HDMI ケーブルを接続 


AV 機器 

(セットトップボックス、 
CVD、 ビデオ、ビデオゲ 
ムコ ンソール） 


* pc への接続酎応 



''宇亨 

■ この図は、ディスプレイの背面を簡単に表しています。 

■ この図は、^勺なモデ;レを表しておリ、ご使用のディスプ 
レイとは異なる場合があ U ます。 



信号入カケー 
ブルを接続し、 
図の矢印の方 
向にネジを締 
めてください。 


へッドホン/イヤホン灿 


〇 





























ディスプレイの接続 


パソコンへの彳^ 

3 . ディスプレイの前面にあるスイッチパネルの電源ボタンを押して、電源をオン 
にします。ディスプレイの電源が入ると ； 自動画像設定機能’が実行されます。 
(D - Sub 入力のみ） 



最適画面設定中 


:主意 

■ 「自動画像設定機能」とは？：この機能はオプションのディスプレイ設定を樹共します。 
ディスプレイを初めて接続したときに、この機能が自動的 [ciM 乍して個々の入力信号 [as 
じた_のオプション設定にディスプレイを調節します。 

■「AUTO 機能」とは？：デバイスの使用中あるいは画面の解像度を変更後に画面や文字 
がぼやけたり、画面がちらついたり、歪んだりするなどの問題が生じたら、この 「AUTO」 
ボタンを押すと解像度が改善されます。 


_ 










コントロールパネルの機能 


フロントパネリ KD コントロール 



〇 「 MENU 」 ボタン < OSD のロック/ロック解除〉 

この機能により現在のコントロー JUD 設定をロックで 
きるため、不注意に変更してしまうことがなくなりま 
す。 

MENU (メニュー)ボタンを数秒間押し続けます 。 “OSD 
ロック” （ OSD がロックされてしヽます）というメッセージ 
が表示されます。 

MENU (メニュー)ボタンを数秒間押し続けると、ロック 
を解除できます。その際に “ OSD ロック解除” （ OSD が 
アンロックされています)というメッセージが表示され 
ます。 



❷ 


rSMART+j ポタン[オリジナル画面比]、[デュアルウェブ]、[シネマモ 
ード]モードに入るには、このボタンを使用します。 
詳細については、19〜20ページを参照してください。 


© 「 MODE 」 ボタン 詳細については、21〜22ページを参照してくださ 



〇 























ント ロール パネルの機能 


0 AUTO ポタン <自動画像調整> 

表示設定を調整する場合(丈まず AUTO ボタンを押 
してから、オンスクリーンディスプレイを起動して 
ください。 （ D - Sub 入力のみ） 

これにより、表示画像が現在の画面解像度(ディスプ 
レイモード)に合う最適な設定に自動調整されます。 


最良の表示モード ( i 以下の設定です。 

IPS226V/IPS236V :1920 x 1080 


Gk INPUT ボタン 
^ SOURCE (ソース) 
ホット_ キー 


このボタンで入カソースを選択します。 


二つ以上の入力信号がモニタに接続されている場 
合、ご希望の入力信号 （ D - Sub / DVI / HDMI ) を選定 
できます。一つだけの信号が接続されている場合、 
自動的に検出されます。初期設定値は 「 D - Sub 」 で 
す0 


© EXIT ポタン 0 SD メニューが消えます。 


Q 電源ボタンと 
電源インジ 
ケーター 


このボタン(丈ディスプレイの電源のオン/オフに 
使用します。 


ディスプレイが正常に動作しているとき(オンモード)、 
電源インジケーターは青色に点灯しています。スリー 
ブモー ド(省エネ)のときは青色が点滅します。 


❿ 












オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による調整 


画面の調整 


ディスプレイの画像の大きさ、位置、動作パラメーターの調整は、 
オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) を操作して、すばやく簡単に行う 
ことができます。以下に OSD の各操作について説明します。次項以 
降の表は、 OSD を使用して実行できる選択と調整について簡単に表 
しています。 


OSD による調整は、次の手順で行います。 



いずれかのボタンを押すと OSD メインメニューが表示されます。 

調整■変更したいメニューを選択します。 

n 調整■変更したいサブメニューを選択し、 ◄ ► ボタンで操作します。他 
のサブメニュー項目の選択は t ボタンを押して行います。 

U EXIT ボタンを押すと OSD 操作を終了します。 


❿ 















































オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による選択と調整 


次の表は、 OSD を使用して実行できる調整、変更、および設定のメニュー 
を簡単に表したものです。 


■■湖: • 

liMilH 


D-SUB (アナログ信号)入力 
DVhD (デジタル信号)入力 
HDMI 入力 



❿ 




















オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



注意 

■ アイコンの丨I固亨は、モデノレによって異なります (12 〜22ページ)。 


❿ 

























オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


- OSD による選択と調整の手順について説明します。前ページの表に示 
した各項目のメニュー名、アイコンは次の図のように表示されます。 



MONITOR SETUP 

日 芒^^國 ■ <^> 




- EXIT 


終了 


ボタン 
の説明 



調節(減少/増加） 
サブメニュー選択 

他のサブメニューの選択に 
戻ります 


注意 

■ディスプレイ上に表示される OSD メニューの言語I丈本ユーザーズガイドの表記と異なる 
ことが'あります。 


❿ 
































































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 




PICTURE 



■ Exit :終了 
■◄:減少 
■►:増加 

■ ▼ :サブメニュー選択 

■ t :他のサブメニューの通尺 


明るさ 

コントラスト 

画質 

BLACK 

LEVEL 


に戻ります 


画面の明るさを調整します。 

画面のコントラストを調整します。 

画面の鮮明度を調整します。 

オフセツトの水準を設定します。「高」 
を選択すると画面が明るくなり、「低 
を選択すると画面は暗くなります。 
( HDM 队力のみ） 

* オフセツトとは？映像信号の基準で、 
ディスプレイが表示できる最も暗 t 、画面 
です。 


❿ 



















オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



m カラ - 


プリセット モート 


MENU ►カラー 

# E3 D I 4 I 4 




色温度 プリセットまたはモードを選択して 

画面の色を調整します。 


プリセット 色温度のプリセット値を選択します。 

•WARM :画面色を暖色に設定します。 
- MEDIUM :画面色を中間色に設定し 
中す 

• COOL: 画面色を寒色に設定します。 




6色相環 

6色（赤、緑、青、シアン、マゼンダ、 
イエロー）の色相と彩度を、ユーザーの 
お好みに合わせて設定し、保存します。 

在相 

画面の色相を調整します。 

色飽和度 

画面上の色のシャープさを調整します。 
彩度を低くすると色は明るくぼやけ、 
彩度を高くすると色はくっきり濃くな 
ります。 


赤 

個別に赤色レベルを設定します。 

緑 

個別に緑色レベルを設定します。 
個別に青色レベルを設定します。 


百□口 


⑱ 色相 
㊣ 色飽和度 




GAMMA 1.8/2.0/2. 2/2 .4/2.6 でガンマ値を調 

整します。ディスプレイの表示画像は、 
高ガンマ値に設定すると薄く、低ガン 
マ値に設定すると濃くなります。 


_ カラー 色設定を現在の入力装置の工場出荷時 

リセット 設定にリセットします。 

■ Exit :終了 
■◄:減少 
■►:増加 

■▼:サブメニュー選択 

■ t :他のサブメニューの選尺に戻ります 


❿ 









































































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



n 表示 


MENU ► 表示 


— [g 漏I 



水 

平 

画像を左右 \ zBW \ させます。 

垂 

直 

画像を上下に移動させます。 

周波数 

画面のバックグラウンドに表示できる 




1024X768 60Hz 


終了 



ノ エー ズ 


サブメニュー 

選択 

:他のサブメニューの®尺 


すべての垂直バーまたは垂直ストライ 
プを最小化します。水平画面のサイズ 
も変更されます。 

画面の焦点を調整します。この機能ば 
水平ノイズを取り除いて、文字画像を 
鮮明にします。 


に戻ります OVERSCAN HDMIA 力で DTV タイミングの出力画 

像範囲を»= 尺します。 


(_|入力のみ） 

AV 機器を接続する際には オーバース 
キャン機能を推奨します。 


^ ボリューム 



ボリューム 


ヘッドホン/イヤホンのボリ ユ ームを 
調整します。 （ HDMIA ^ i のみ） 


■ Exit :終了 

■ ◄ :ダウン 
■►:アップ 
■峰：ミュート 

■ t :他のサブメニューの選択に戻ります 


❿ 





































オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による選択と調整 



鲁 その他 



■ Exit : 終了 

:減少 
■►:増加 

■ ▼ :サブメニュー選択 

■ t :他のサブメニューの 

選=尺に戻ります 


言語 浐-繼示する謙選択しま 


電源インこの黼巨は、ディスプレイの前面にあ 
ジケーターる電源インジケーターのオン、オフを 
切り換えます。 

オフに設定すると、電源インジケータ 
一は消灯し、オンに設定すると、点灯 
します。 


ホワイト ビデオ■カード出力が本製品の仕様と 
バランス異なる場合、ビデオ信号に歪みが生じ 
てカラー.レベルが低 F する可能性が 
あります。この機肯 g を用いると、ビデ 
才■カードが標準出カレベルに合うよ 
うに信号レベルが調節され、最適画像 
が得られます 。 

スクリーンに白色や黒色が出る場合 ( i 、 
このを動作させてください。 


リセットエ場出荷時の設定にすべて戻します。 

リセットするには、 ◄ ，►ボタンを押し 
ます。（「言語」は除く） 


:主章 

■ この操作でスクリーンの丽象の状態が改善しないときは、工場出荷時の初期設定に戻して 
ください。必要に応じて、ホワイトバランス機能を再度実行してください。入力信号が1> 
Sub 入力のときのみ、この機能が有効になります。 


❿ 
















オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


■■■ OSD による邇尺と調整の手順について説明します。前ページの表に示 
した各項目の メニュー 名、アイコンは次の図のように表示されます。 


MONITOR SETUP 


日 g 國 ■ 



「 SMART +」 ボタンを押すと、下記のように OSD 画面が表示されます。 


メニュー名— 


Smart + ►オリジナル画面比 



アイコン—— 



_ サブメ 

ニユ- 


ワイド オリジナル 



■ EXIT : 終了 


■ 移動 


■ t :他のサブメニューの選択に戻 


ります 



ボタン 
の説明 


注意 

■ディスプレイ上に表示される OSD メニューの言語は、本ユーザーズガイドの表記と異なる 
ことがあります。 


❿ 









































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



SMART+ 


Smart+ ►オリジナル画面比 





オリジナル画面比 


画傲 i 入力解像度を引き伸ばして表示されま 
す。 

* この機能はインプット解像度がアスペクト比 
(16:9) より低い時に使用できます。 


* 下記の機能を利用するには、予め Easy Set Packaoe 」 というプログラムをイン 
ストールして下さい。 


SMART+ 



デュアルウェブ 

■ デスクトップ ( CIS 示されているウィンドウ 
を二画面に分けて蘇します。また、左右 
の表示領域の大きさや、左右画面の入れ替 
えなども、タスクバーに作成されるアイコ 
ンからマウスで操作できます。 



シネマモード 

■ ユーザーが選択した動画のみ明るくし、そ 
れ以外を暗くすることで、動画を観やすく 
するです。 


■ Exit :終了 

■ 移動 

■ t :他のサブメニューの選択に 

戻ります 


❿ 
































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


■■ 〇 SD による選択と調整の手順について説明します。前ページの表に示 
した各項目のメニュー名、アイコン(お欠の図のように表示されます。 



メニュー名 


MODE 



■ EXIT :終了 

■ 4 ►:移動 

■ t :他のメニューの®尺に戻ります 


ボタン 
の説明 


注意 

■ディスプレイ上に^^される OSD メニューの言語は、本ユーザーズガイドの表記と異なる 
ことがあります。 
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オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による選択と調整 



MODE 



各要素をユーザー自身が調整できる 
モードです。メインメニューのカラ 
ーモードを調節します。 




n 


ムービー映像を見るのに最適なモードで 
す0 




n 


テキスト文章を読んだりするのに最適なモー 
ドです。 



画像 写真を見るのに最適なモードで 

す0 


sRGB 





画面を sRGB スタンダードに調整 
するモードです。 


■ Exit :終了 
► :移動 

- t :他のメニューの®尺に戻り 
ます 


❿ 





































































































.ー ティング 


サービスセンターに連絡する前に、次のことを確認してください。 


画像が表不されない。 

•ディスプレイの電源コード 
が接続されていますか。 

■電源コードがコンセントに正しく差し込まれてい 
るかどうか確認してください。 

• 電源インジケーターが点灯 
していますか。 

_電源、ボタンを押してください。 

參電源インジケーターが点灯 
していますか。 

■ディスプレイが節電モードけよっている場合 ( i 、 
マウスを動かすか、またはキーボードのいずれか 
のキーを押して画面を起動してください。 
■コンピューターの電源、をオンにしてください。 

參画面に“範囲超過”という 
メッセージが表示されてい 
ませんか。 

■このメッセージは、コンピューター（ビデオカー 
ド)からの信号がディスプレイの水平また ( i 垂直 
の周_レンジを超えた場合に表示されます。本 
ユーザーズガイドの「仕様」 （27 〜28ページ)を 
参照し、ディスプレイを設定し直してください。 

參画面に“チェックシグナル 
ケープ〕レ”と表示されてい 
ませんか。 

■このメッセージは、コンピューターとディスプレ 
イ間の信号ケーブルが接続されていな1、場合に表 
示されます。信号ケーブルが正しく纖されてい 
るかを確認して、もう一度試してください。 


画面に “OSD ロック”というメッセージが表不される。 

參 MENU ボタンを押すと、 
“ OSD ロック”というメ 
ッセージが表示されます 
か。 

■ “ OSD ロック”がかかっているときば不注意で 
各種設定を変更してしまわないよう、 MENU ボタ 
ンなどが操作できな1 Vfct 態1プよっています。 

MENU ボタンを数秒間押@けるとロックを解除 
でき、“ロック解除”というメッセージが表示さ 
れます。 


❿ 










トラブノレシューテイング 


表示画像が正しくない （ 1) 

參画像の表示位置が正しく 
ない。 

■AUTO ボタンを押して、表示画像を最適な設定 
に自動調整してください。調整がうまくいかな 

1鳩合は、オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) に 
ある「7]¢平位置」のアイコンや「垂直位置」の 
アイコンを使用して、画像位置を調整します。 

參画面のバックグラウンド 
に垂直バーや垂直ストラ 
ィプが表示される。 

■ AUTO ボタンを押して、表示画像を最適な設定 
に自動調整してください。調整がうまくいかな 
い場合は、オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) 
にある「周波数」アイコンを使用して、垂直バ 
一 や垂直ストライプを小さくします。 

•画像や文字中に現れる水 
平ノイズカ解明に表示さ 
れない。 

■ AUTO ボタンを押して、表示画像を最適な設定 
に自動調整してください。調整がうまくいかな 
い場合は、オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) 
にある「フェーズ」アイコンを使用して、水平 
バーを小さくします。 

■コント ロー ルパネル — 画面 — 設定でディスプ 
レイが推奨されている解像度に設定され画面 
が適切に表示されていることを確認してくださ 
い。色の設定は、24ビット ( ThjeColor ) 以上に 
してください。 


重要 

■コントロールパネル4画面4設定で周波数と解像度が変更されていないか確 
S 忍してください。変更されている場合、ビデオカードを推奨されている解像度 
に設定し直してください。 

■ 觀されている解像度(最適な解像度)が選択されていないと、画面や文字がぼ 
やけたり、画面がちらついたり、歪んだりすることがあります。推奨されてい 
る解像度が選択されていることを確認してください。 

■ 設定方法(尤コンピューターや 0 S (オペレーティングシステム）によって異なる 
ことがあります。また、推奨解像度はビデオカードによってはサポートされて 
いないことがあります。このような場合に、コンピューターまたはビデオカー 
ドの製造元にお問い合わせください。 


❿ 










トラブノレシューテイング 


表示画像が正しくない （2) 


參画面の色が白黒または正 
常ではない。 

_信号ケーブルが正しく接続され、しっかりとねじ 
で固定されているかどうか確認してください。 

_ビデオカードがスロットに正しく装着されている 
か確認してください。 

■画面の設定で、色を24ビット ( TrueCblor ) 以上に 
設定してください 。 

•画面が点滅する。 

■画面がインターレースモードに設定されているか 
どうか確認してください。その場合、推奨されて 
いる解像度に設定し直してください。 




を 1 鹄於セ， a が se 

れていませんか。 


•ディスプレイのドライバ 
をインストーノレしていま 
すか。 

■付属のディスプレイドライバ CD( または フロッピ 
ー ディスク)からディスプレイのドライバをイン 
ス1^ ー ルしてください。 

また Web サイト http ゾ / www.lg.coni からドライ 
パをダウン ロー ドすることもできます。 

■ ビデオカードがプラグ&プレイ機能をサポートし 
て 1 、るか確認してください。 




音声機能が動作しない 


• 映傲 i 正常だが音が出 
ない。 

•音量が「0」になっていないか確認してください。 

_音声がミュートになって1、ないか確認してください。 

• HDMI ケーブルが正しく赚されているか確認して 
ください。 

•へッドホンケーブルが正しく接続されているか確認 
してください。 

•音声形式を確認してください。圧縮形式の音声でな 
いことを確認してください。 


画面のちらつき 


參推奨のタイミングが設 
定されているか？ 

• HDMI 1 080160/50 Hz のタイミングを使用する 
と、画面がちらつくことがあります。その場合は、 
タイミングを推奨モードの1080 P に設定してくだ 
さい。 


® 






















仕様 


IPS226V 


ディスプレイ 

54.6cm(21.5 インチ)フラットノ休ルアクティブマトリックスー TFT LCD 
Antiglare コーティ ング 
表示可能対角線サイズ： 54.6 cm 

0.248x0.248 mm ( ドットピッチ） 

同期信号入力 

水平周波数 30 kHz- 83 kHz (自動） 

垂直周波数 アナログ，デジタル: 56Hz- 75 Hz (自動） 

HDMI: 56 Hz-61 Hz (自動） 

幼形態 セパレート同期 

デジタル 

ビデオ入力 

信号入力 15 ピン D-Sub コネクタ 

DV 卜 D コネクタ（デジタル） 

19 ピン HDMI コネクタ 

入力开氣 1 アナログ (0.7Vpio/75 オーム)、デジタル、 HDMI 

解像度 

MAX VESA 1920 X 1080 @60Hz 

推奨 VESA 1920 X 1080 @60Hz 

プラグ&プレイ 

DDC 2B (アナログ，デジタル， HDMI) 

消費電力 

オンモード ： 3 5 W (標準値） 

スリープモード ^ 0.5W 

オフモード ^ 0.5W 

外形寸法 

スタンドを含む | スタンドを含まず 

幅 5 l. 48 cm( 2 Q 27 インチ） J 51. 4 8cm( 2 0. 27 インチ） 

g 矣 40.30 cm M5.87 \ 33.22 cm (13.08 ィガ） 

奥 n 23.00 cm ( 9.06 ノチ） | 4.04 cm ( 1 .59 インチ) 

質量 3.1kg (7.01 ポンド） 

動作範囲 

傾斜角度 -5 - 15 度※スタンド台 使用時 

入力電源 

19V = 1.6A 

AC-DC アダプター 

ADS^0SG-19-3 19032 G，SHENZHEN HONOR ELECTRONIC^, 

或は 仕樣 LCAP21 ALIEN CHANG ELECTRONIC EISTTERPRISE^ 


環境条件 

作業条件 

酿 10°C〜35°C 

離 10 %〜80 %⑽吉露） 

保管雜 

温度 -20°C〜60°C 

湿度 5 %〜90%(瓣吉露） 

スタンド■ベース 

独立 

電源コード 

壁コンセントタイプ 

:主意 

■ 本ューザーズガイドの情報ば予告なしに変更することがあります。 


m 











仕様 


IPS236V 


ディスプレイ 

58.4 cm (23 ■〇インチ)フラツトパネルアクティブマトリツクス ー TFT LCD 

Anti 弋1 are コ ー ティング 
表示可能対角線サイズ： 58.4 cm 

0.265 x 0.265 mm (ドットピッチ） 

同期信号入力 

7 k 平周» 30 kHz -83 kHz (自動） 

垂直周» アナログ，デジタル: 56 Hz -75 Hz (自動） 

HDM 1:56 Hz - 61 Hz (自動） 

A ^ l 形態 セパレ-卜同期 

デジタル 

ビデオ入力 

信号入力 15ピン D — Sub コネクタ 

DV 卜 D コネクタ（デジタル） 

19ピン HDMI コネクタ 

入力形態 アナログ (0.7 Vp ~ p /75 オーム)、デジタル 、 HDMI 

解像度 

MAX VESA 1920 X 1080 @60 Hz 

推奨 VESA 1920 X 1080 @60 Hz 

プラグ&プレイ 

DDC 2 B (アナログ，デジタル， HDMI ) 

消費電力 

オンモード ： 36 W (標準値） 

スリープモード ^ 0.5 W 

オフモード ^ 0.5 W 

外形寸法 

スタンドを含む :スタンドを含まず 

幅 54.87 cm (21.60 イガ）: 54.87 cm (21.60 イガ） 

高さ 42.19 cm (1 6.61イ >^) \ 35.04 cm (13.80 インチ） 

奥行 23.00 cm ( 9.06インチ） ： 3.90 cm ( 1.54インチ） 

質量 3.5 kg (7.71 ポンド） 

動作範囲 

傾斜角度 -5-1 5 度※スタンド台使用時 

入力電源 

19 V — 1.6 A 

AC - DC アダプター 

ADS 40 SG -19-3 19032 G，SHENZHEN HONOR ELECTRONIC ^, 

或は仕様 LCAP 21 A，UEN CHANG ELECTRONIC EhTTERPRIS 围造 

環境条件 

作!^件 

温度 10 °C 〜 35 °C 

湿度 10 % 〜 80%(無吉露） 

保親件 

温度 -20 °C 〜 60 °C 

湿度 5 % -90 % (無結露） 

スタンド■ベース 

独立 

電源コード 

壁コンセントタイプ 

:主章 

■ 本 ユーザーズ ガイドの情輔ま、予告なしに変更することがあります。 













仕様 


PC 入カプリセツトモード（解像度) 

■ DSUB/DVI タイミング 


ディスプレイモード（解像度） 

水平周波数 (kHz) 

垂直周波数 (Hz) 

1 

720 x 400 

31 .468 

70 

2 

640 x 480 

31 .469 

60 

3 

640 x 480 

37.500 

75 

4 

800 x 600 

37.879 

60 

5 

800 x 600 

46.875 

75 

6 

1024x768 

48.363 

60 

7 

1024x768 

60.123 

75 

8 

1152x864 

67.500 

75 

9 

1280x1024 

63.981 

60 

10 

1280 x 1024 

79.976 

75 

11 

1680x1050 

65.290 

60 

*12 

1920x1080 

67.500 

60 




* モード:推奨モード 

■ HDMI タイミング 



ディスプレイモード（解像度） 

水平周波数 (kHz) 

垂直周波数 (Hz) 

1 

480P 

31.50 

60 

2 

576P 

31.25 

50 

3 

720P 

37.50 

50 

4 

720P 

45.00 

60 

5 

10801 

28.12 

50 

6 

108 0i 

33.75 

60 

7 

108 OP 

56.25 

50 

8 

108 OP 

67.50 

60 


電源インジ ゲーター 


モード 

LED 色 

オンモード 

青 

スリープモード 

青点減 

オフモード 

オフ 
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壁面取付プレートの設置 


本製品は、壁面取付プレートまたは交換デバイスの仕様に対応しています。 



2. ディスプレイをスタンド台から取り外す場合、コインでねじを反時計方向に 
回します。 



3. スタンド台を手前に引いて取り外します。 



❿ 































壁面取付プレートの設置 


5. 壁面取付プレートを設置します。 

① VESA 規格の長、短丸柱を組み立てます。 



VESA 規格の 
長丸柱 

VESA 規格 
の短丸柱 


VESA 規格の丸柱（リブ付）を 
背面の穴に合わせて入れます。 


②ネジで壁掛けプレートと組み立てる。 



❿ 





































「安全に関する注意」をお読みの後、本製品 

後で参照できるよう、「ユーザズガイド （ CD )」 
はお手元に保管しておいてください。 

本製品のモデル番号とシリアル番号は、製品 
の背面または側面に記されています。サービ 
スご依頼時に必要な場合がありますので、こ 
の番号を下記に控えておいてください。 

モデル_ 

シリアル_ 


ENERGY Si’AR is a set of power-saving 
guidelines issued by the U.S.Environmental 
Protection Agency(EPA). 

As an ENERGY STAR Partner LGE U. S. A.,Inc. 
has determined that this product meets the 
ENERGY STAR guidelines for energy efficiency. 







